
  

 

 

 

 

 

 

 

 

1 はじめに 

私の就職先の企業では年間の不良金額について目標を立て

ており、その達成に向けて様々な取り組みを行っている。 

本研究は社内製品の中で生じた不適合品について、その内容

や個数、損失額等の情報をまとめ原因を究明することにより、

来年度の不良金額を削減することを目的とした研究である。 

2 研究内容 

取引先や社内で発覚した不適合品について、WHAT（目標と課

題）、WHERE（問題の所在位置）、WHY（問題の原因）に分けたの

ち因果関係図を作成する。そこから F コスト の大きいものを

中心に、具体的な対策・実行計画を立て、Fコスト削減を図る。 

※F コスト…不適合品発生に対する費用 

データは 2021 年度 4 月～2022 年度 12 月までで集計を行う。 

3 取組状況 

21、22 年度に発生し

た不良について、顧客

先で不良と判断され

たものと社内で不良

と判断したものの 2 つに分けて表に

まとめた。また、社内で不良と判断し

たものについては、個数の確認や不良

箇所を写真で撮るなどして、現物との

照合を行った。 

まとめた表から、特に不良金額の大きいものを中心として各

不良に関する因果関係図を作成し、原因の究明を行った。 

因果関係図から主に錆を中心とする材料不良と、取付ミスや

穴の位置度を中心とする加工不良の対策を取ることがFコスト

削減に大きく繋がると考え、各不良の原因を整理していった。 

4 成果 

錆、加工に関する原因を究明し、それぞれの対策を立てた。 

・原因 

1．材料を支給材料から自家調達に変更した→材料メーカ

ーで発生した錆に気付かず加工・出荷してしまった。 

2．材料時の錆の取り残しや脱油状態での保管。 

・対策 

1. 錆の防止 

防錆塗料の塗布や表面処理を徹底するほか、材料に対す

る酸素・水を遮断するため保管場所の室温・湿度を調節。 

2. 錆の除去 

ブラシや錆取り剤（酢、重曹）、サンドブラスト等を用い

た各錆取り方法を実験→トイレ用洗剤による方法が時

間効率等のコスト面においても有用であることが分か

った。 

・原因 

1． SDGｓ運動によりエアコン使用量：減→温度変化により

精度不良が増加。 

2． 測定器の不具合。 

人手不足のため新人を増やす→技術不足・情報共有不足。 

・対策 

1. 測定器の精度確認→不具合のあるものは修理・買い替え 

2. 作業方法のマニュアル化 

加工手順だけでなく、製品の取り扱いや加工におけるノ

ウハウ等についてもマニュアル化し、作業者全員が共通

の認識を持って作業できるようにする。 

5 考察 

実際に因果関係図を作成してみて、大きな問題を細分化する

ことができるため複数ある原因を洗い出せる点は非常に便利

であると感じた。しかし、各原因が問題に与えている影響の比

重については分からないため関連性の低い問題も深掘りして

しまい、対策を立てる段階では複雑になってしまうこともあっ

た。そのため、実際に対策を取る際は因果関係図内で重要度の

高い問題をその場で色分けしたり、各問題の Fコストを数値化

するなどして対策すべき問題を一目で表せるような手順を踏

むことで、円滑に問題解決を行うことができるのではないかと

考える。 

6 おわりに 

研究を通して、実際の現場において発生している不良や問題

解決の過程を自分の目で見て体験することができ大変有意義

だった。特に Fコストに関しては、SDGｓやコロナウイルス、ロ

シア・ウクライナ情勢等の社会の動向によって生じる景気変動

などが金属加工業に与える影響や、錆や加工時の不良にいち早

く気付き顧客先へ流さないことの大切さ、品質保証の考え方な

ど多くのことを学ぶことができた。これらの学びは入社後の製

造の現場では直接活かされる機会は少ないが、品証の分野を経

験した技術者として不良が発生しやすい場面や失敗時の損失

などを想定しながら仕事に取り組んでいきたい。 
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概要、目的 

Defects in materials, processing and the other are sorted by month, type and the other. We will investigate the cause of defects from 

that information and aim to reduce the annual cost of defects. 
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